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市
　
表
　
彰

市
　
感
　
謝
　
状

　
平
成
20
年
４
月
に
越
井
坂
２
町

会
長
に
就
任
以
来
、
令
和
２
年
１

月
ま
で
町
会
長
を
務
め
ら
れ
、
長

き
に
わ
た
り
地
域
活
動
の
推
進
お

よ
び
住
民
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
平
成
22
年

か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
市
町
会
長

連
合
会
会
長
を
務
め
ら
れ
、
自
治

組
織
の
充
実
強
化
に
努
め
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
28
年
度
に
は

同
連
合
会
理
事
、
平
成
29
年
度
か

ら
令
和
元
年
度
ま
で
は
同
連
合
会

副
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
市
政
発
展

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

平
成
13
年
12
月
か
ら
18
年
の
長
き

に
わ
た
り
、
社
会
奉
仕
の
精
神
の

も
と
地
域
福
祉
の
増
進
お
よ
び
福

祉
行
政
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
間
、
平
成
20
年
12
月
か

ら
中
部
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
の
会
長
、
副
会
長
と
し
て

11
年
間
、
平
成
22
年
12
月
か
ら
市

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
会

長
、
副
会
長
と
し
て
９
年
間
務
め

ら
れ
、
会
の
運
営
や
委
員
の
指
導

に
尽
力
し
、
社
会
福
祉
の
向
上
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
４
月
に
創
業
50
周
年
を
迎

え
ら
れ
、
そ
の
記
念
事
業
と
し
て
、

産
業
教
育
等
の
振
興
の
た
め
、
市

に
１
千
万
円
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
６
月
の
定
例
市

議
会
で
「
ア
イ
ジ
ー
地
域
産
業
未

来
応
援
基
金
条
例
」
が
可
決
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
公
益
の
た
め
資

産
を
寄
附
さ
れ
た
奇
特
な
行
為
で

あ
り
、
他
の
模
範
と
な
る
も
の
で
、

市
の
教
育
環
境
の
整
備
お
よ
び
充

実
な
ら
び
に
市
政
発
展
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
６
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
の
長
き
に
わ
た
り
、
三
泉
地
区

遺
族
会
の
会
長
と
し
て
、
戦
没
者

の
慰
霊
と
遺
族
の
福
祉
増
進
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
平
成

20
年
か
ら
市
遺
族
連
合
会
の
副
会

長
を
６
年
間
務
め
ら
れ
た
の
を
は

じ
め
、
平
成
26
年
か
ら
同
会
長
を

６
年
間
、
ま
た
、
県
遺
族
会
理
事

を
６
年
間
務
め
ら
れ
、
遺
族
会
の

組
織
強
化
と
円
滑
な
運
営
に
寄
与

さ
れ
、
戦
没
者
遺
族
の
援
護
事
業

の
普
及
推
進
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

ア
イ
ジ
ー
工
業
株
式
会
社

（
若
尾
直
代
表
取
締
役
社
長
・
東
根
市
）

故
・
大
場　
正
弘
さ
ん

（
寒
河
江
）

伊
藤　
秀
一
さ
ん

（
高
松
）

中
村　
政
行
さ
ん

（
三
泉
）

　式中で佐藤市長は「受賞される方々のご功績に対し、改めて心から敬意を表するとともに、
市民を代表し、心から感謝いたします。今後も市政を温かく見守ってくださるようよろしく
お願いします」と式辞を述べました。また、故・大場正弘さんのご令室である大場美智子さ
んと、アイジー工業株式会社の若尾代表取締役社長から受賞者謝辞がありました。

　本市の振興発展に寄与し、まちづくりに功労のあった方を表彰する市表彰式が11月2日、
ホテルシンフォニーで行われました。今年は市表彰を故・大場正弘さん、アイジー工業株式
会社が受賞されました。また、伊藤秀一さん、中村政行さんの２人に、市感謝状が授与され
ました。

受賞者謝辞を述べる大場美智子さん（右）と、若尾直
代表取締役社長（左）

を た た え て長年のご功績
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12
月
に
入
り
、
厳
し
い
寒
さ
が
続
く

時
季
と
な
り
ま
し
た
。
雪
が
本
格
的
に

降
る
季
節
に
な
り
、
排
雪
場
所
の
指
定

や
、
一
斉
除
雪
な
ど
雪
に
関
連
し
た
取

り
組
み
が
始
ま
り
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
中

等
の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
安
全

に
気
を
付
け
、
冬
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
雪
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、

市
建
設
管
理
課
内
に
総
合
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。

●�

相
談
内
容
／
市
内
の
雪
下
ろ
し
業
者

等
の
紹
介
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
案
内
、

市
道
除
雪
の
問
い
合
わ
せ
等

●�

受
付
／
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

●�

問
合
せ
／　
雪

の
総
合
窓
口
（
市

建
設
管
理
課
内
）

☎(

８
７)

７
０

０
０
へ
。

磨
き
抜
か
れ
た
卓
越
し
た
技
能

　
長
年
に
わ
た
り
同
一
業
種
に
従
事
し

技
能
の
錬
磨
や
後
進
の
育
成
に
努
め
、

そ
の
職
種
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方

を
表
彰
す
る
「
市
技
能
者
表
彰
式
」
が

10
月
29
日
、
ホ
テ
ル
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
に
居
住
ま
た
は
市
内
の
事
業
所

に
就
業
し
て
い
る
技
能
者
が
対
象
で
、

本
年
度
は
５
人
が
受
賞
。
佐
藤
市
長
は

｢

皆
さ
ん
の
努
力
が
市
全
体
の
活
力
の
礎

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
培

わ
れ
た
技
能
や
技
術
、
匠
（
た
く
み
）

の
技
は
、
地
域
の
輝
か
し
い
宝
で
す
。

ぜ
ひ
若
い
人
た
ち
に
引
き
継
い
で
い
た

だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。
長
年
の
努
力

に
敬
意
と
感
謝
を
表
し
ま
す
」
と
式
辞

し
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
那
須
光
廣
さ

ん
が
「
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
が
認
め

ら
れ
、
今
回
受
賞
で
き

た
こ
と
を
大
変
光
栄
に

思
い
ま
す
。
今
回
の
表

彰
を
励
み
に
今
後
も
技

能
の
研
さ
ん
に
精
進
し
、

後
進
の
指
導
に
努
め
て

い
き
た
い
」
と
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　市と全国健康保険協会山形支部は、11月６日に「寒河江市民の健康づくりの推進に向けた包括的事業連携に関
する協定」を締結しました。
　本市では、平成26年度に計画期間を10年間とする健康づくりの総合的な指針として「第２次健康さがえ21」を
策定しています。この計画の基本目
標は、健康上の問題で日常生活が制
限されることなく生活できる期間で
ある「健康寿命」を伸ばすことです。
　この協定により、働き世代の方が
多い全国健康保険協会加入者のうち、
市民の個人情報を含まない健診結果
を共有することができます。その健
診結果を分析し、本市が持つ国民健
康保険加入者の情報と合わせること
で、より正確な傾向を把握して、が
ん検診および特定健康診査等の受診
を促進するお知らせ等の送付や、ニ
ーズに合わせた適切な健康教室など
を実施し、相互に連携・協力を行い
ながら市民の健康的な生活の実現を
目指します。

寒河江市民の健康づくりの推進に向けた包括的事業連携
に関する協定を締結

那須光廣（建築業)、荒木美佐（繊維製品
製造業)、川田武夫（建具製造業)、大沼
和敏（繊維製品製造業)、眞壁定幸（建築業）
　　　　　　　　　　　　　  ［敬称略］

受　賞　者

　
自
力
で
雪
下
ろ
し
や
敷
地
内
通
路
の

除
雪
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
の

み
世
帯
等
が
、
雪
下
ろ
し
業
者
等
（
親

族
を
除
く
）
に
除
雪
作
業
を
依
頼
し
た

場
合
に
、
支
払
っ
た
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

●�

対
象
／
市
民
税
所
得
割
額
が
非
課
税

世
帯
で
、
次
の
①
～
④
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
（
生
活
保
護
受
給
世

帯
は
非
該
当)

。
①
65
歳
以
上
の
１
人

暮
ら
し
高
齢
者
、
②
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
み
の
世
帯
、
③
障
が
い
者
の

み
の
世
帯
、
④
障
が
い
者
と
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

●�

支
給
額
／
申
請
１
回
に
つ
き
上
限
１

万
２
千
円
（
今
冬
２
回
ま
で
）

●�

申
請
／
令
和
３
年
３
月
19
日
（金）
ま
で

市
高
齢
者
支
援
課
介
護
福
祉
係

　
☎(

８
５)

０
７
７
７
へ
。

雪に関するお問い合わせは
「雪の総合窓口」へ
☎８７－７０００

雪
の
総
合
窓
口

高
齢
者
の
み
世
帯
等
へ
助
成

　冬期間中は混み合いますので、余裕を持
って依頼するようにしましょう。
　また、事前に見積もりを取り、しっかり
話し合いをしてから依頼するようにしまし
ょう。

市建設クラブ
■住所／寒河江市大字西根字上川原259-3
■問合せ／午前９時～午後５時に
　☎８５-２００８へ。

市建設総合組合
■住所／寒河江市西根北町9-15
■問合せ／午前８時30分～午後５時に
　☎８４-３９５１へ。

県鳶（とび）工業連合会村山地区
(大沼工業株式会社内）

■住所／寒河江市中央工業団地176-10
■問合せ／午前９時～午後５時に
　☎８４-２４６３へ。

市内の雪下ろし業者等

本
格
的
な
冬
に
備
え
よ
う

特
集
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市
民
に
優
し
い
除
雪
を
目
指
し
ま
す

　
市
で
は
、
冬
期
間
の
安
全
な
交
通
・

生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
市
除
雪

協
力
会
と
協
力
し
て
、
効
果
的
な
除
雪

作
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
除
雪
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

早
朝
一
斉
除
雪

　
原
則
、
午
前
３
時
30
分
を
除
雪
判
断

基
準
時
刻
と
し
、
前
日
の
午
後
５
時
以

降
、
市
街
地
で
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
降
雪
が
あ
っ
た
場
合
に
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
市
全
体
を
11
地
区
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
お
い
て
、
除

雪
判
断
基
準
時
刻
ま
で
に
10
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
を
超
え
る
降
雪
が
あ
っ
た
場
合
、

地
区
ご
と
の
判
断
で
自
主
的
に
除
雪
を

実
施
し
ま
す
。
通
勤
や
通
学
の
時
間
帯

等
を
考
慮
し
て
実
施
し
ま
す
が
、
積
雪

の
状
況
や
除
雪
場
所
に
よ
っ
て
は
時
間

帯
に
差
異
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
中
の
一
斉
除
雪

　
交
通
量
が
多
い
幹
線
道
路
に
お
い
て
、

日
中
の
著
し
い
降
雪
が
あ
っ
た
場
合
や

気
温
上
昇
に
よ
り
圧
雪
が
緩
ん
だ
場
合

な
ど
、
車
両
の
通
行
が
危
険
で
あ
る
と

判
断
さ
れ
る
場
合
に
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
他
の
場
合
、
歩
行
者
等
と
の
接

　
市
で
は
、
排
雪
場
所
と
し
て
３
カ
所

を
指
定
し
て
い
ま
す
。
排
雪
場
所
に
は

案
内
看
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

排
雪
場
所
付
近
は
道
路
が
狭
い
た
め
、

車
で
通
行
す
る
際
は
十
分
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　
排
雪
場
所
は
照
明
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
暗
く
な
っ
て
か
ら
の
利
用
は
危
険

で
す
。
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
の
明
る

い
時
間
帯
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

１
／
信
号
機
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

触
事
故
の
危
険
性
や
除
雪
作
業
の
長
時

間
化
、
そ
れ
に
伴
う
交
通
渋
滞
の
発
生

等
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
日
中
の
一
斉

除
雪
は
原
則
と
し
て
実
施
し
な
い
こ
と

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
複
数
戸
の
利
用
な
ど
公
共
性
の
高
い

私
道
は
、
住
民
の
要
望
に
よ
り
、
市
道

の
早
朝
一
斉
除
雪
実
施
日
の
午
前
９
時

以
降
に
、
順
次
除
雪
を
行
い
ま
す
。
除

雪
が
必
要
な
場
合
は
、
当
日
の
午
前
７

時
～
９
時
に
、
市
建
設
管
理
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

事
前
申
請

　
昨
シ
ー
ズ
ン
に
市
が
除
雪
を
行
っ
た

私
道
の
場
合
、
実
施
内
容
に
変
更
が
な

け
れ
ば
、
申
請
は
不
要
で
す
。
新
た
に

私
道
の
除
雪
を
要
望
す
る
場
合
、
町
会

長
を
通
じ
て
の
申
請
が
必
要
で
す
が
、

受
諾
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

市
建
設
管
理
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
雪
押
し
場
の
確
保
に
ご
協
力
を

　
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
作
業
、
道
路
幅
員

確
保
の
た
め
、
雪
押
し
場
の
確
保
が
重

要
で
す
。
冬
期
間
使
用
し
て
い
な
い
空

き
地
や
農
地
等
を
、
道
路
除
雪
の
雪
押

し
場
と
し
て
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
除
雪
車
に
近
寄
ら
な
い

　
作
業
中
の
除
雪
車
や
除
雪
作
業
員
へ

は
、
近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

除
雪
車
の
追
い
越
し
は
大
変
危
険
で
す
。

余
裕
を
持
っ
た
運
転
、
通
行
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
道
路
に
雪
を
出
さ
な
い

　
屋
根
や
宅
地
内
の
雪
を
道
路
に
出
す

と
、
交
通
障
害
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
除
雪
作
業
の
妨
げ
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
指
定
排
雪
場
所
に
運
ぶ
な
ど
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
路
上
駐
車
・
障
害
物
を
な
く
す

　
道
路
へ
の
車
両
の
放
置
や
庭
木
等
の

は
み
出
し
が
あ
る
と
、
除
雪
作
業
が
で

き
ま
せ
ん
。
路
上
駐
車
を
な
く
し
、
庭

木
の
せ
ん
定
や
障
害
物
の
撤
去
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
寄
せ
ら
れ
た
雪
の
処
理

　
除
雪
に
よ
り
皆
さ
ん
の
間
口
や
車
庫

な
ど
の
前
に
寄
せ
ら
れ
た
雪
は
、
指
定

の
排
雪
場
所
に
運
ぶ
な
ど
し
、
皆
さ
ん

で
処
理
す
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
水
路
・
河
川
に
雪
を
捨
て
な
い

　
水
路
や
河
川
へ
の
雪
捨
て
に
よ
り
、

水
路
詰
ま
り
や
道
路
・
宅
地
の
冠
水
が

毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
方
に
迷
惑
が
掛
か
り
ま
す
の

で
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
早
朝
一
斉

除
雪
を
行
っ
て
い
る
車
両
の
位
置
が
確

認
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
要
介
護
者
宅
の
間
口
の
除
雪

な
ど
に
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
き
め
細

や
か
な
除
雪
を
実
施
し
ま
す
。

　
慎
重
に
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
が
、

道
路
除
雪
作
業
に
伴
う
も
の
と
思
わ
れ

る
工
作
物
等
の
破
損
を
見
つ
け
た
場
合

は
、
早
急
に
市
建
設
管
理
課
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　
国
道
・
県
道
と
市
道
と
で
は
除
雪
す

る
管
理
者
が
異
な
り
ま
す
。
連
絡
さ
れ

る
際
は
、
対
象
と
な
る
道
路
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

■�

国
道
112
号
／
国
土
交
通
省
寒
河
江
国

道
維
持
出
張
所
☎(

８
４)

３
１
９
１
へ
。

■�

国
道
287
号
・
458
号
、
県
道
／
県
村
山

総
合
支
庁
建
設
部
西
村
山
道
路
計
画

課
維
持
管
理
担
当
☎(

８
６)

８
４
０

４
へ
。

■�

市
道
、
私
道
、
除
排
雪
／
市
建
設
管

理
課
☎(

８
５)

１
６
４
３
へ
。

市
道
等
の
除
雪
体
制

私
道
の
除
雪
体
制

除
雪
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

破
損
を
見
つ
け
た
ら

問
い
合
わ
せ
先

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

除雪作業にご協力ください

R1
12

R287

寒
河
江
川 至河北町

慈恩寺大橋

慈恩寺橋

至中山町

至西川町

150m

※１
●
八
鍬
地
区

至西川町

至中山町長崎大橋

旧R112

R112

ＪＲ左沢線

皿沼
最
上
川300m

●
南
部
地
区

寒
河
江
川

至河北町
寒河江川橋

上下水道
課事務所

200m

●
西
根
地
区

指
定
排
雪
場
所
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SAGAE COLUMN
さがえコラム

　県と市町村では、企業や店舗にご協力いただき「や
まがた子育て応援パスポート」を実施しています。
パスポートを協賛店で提示すると、さまざまなサー
ビスを受けることができます。対象は、18歳未満の
子ども、または妊婦がいる世帯で、世帯の構成員全
員（住民票上の同一世帯）が利用可能。有効期限は、
１番下の子どもが18歳に達してから最初に迎える３
月31日まで（妊婦がいる世帯は出産予定日から２週
間後）です。パスポートは「やまがた子育て応援サ
イト」から電子画像をダウンロードしてスマートフ
ォンに保存、または印刷して使用してください（出
産後は、再申請が必要です）。なお、ダウンロードに
はパスワードが必要ですので、市子育て推進課にお
問い合わせください。紙パスポートの交付も行って
いますので、お問い合わせください。
●問合せ／市子育て推進課子ども支援係
　☎85-0907へ。

子育て知っ得情報
その５ やまがた子育て応援パスポート

　唾液が減ると、まず口が乾きやすくなります。舌
や歯肉（歯茎)、ほっぺたの内側の水分量が減るため、
ザラザラ・ペタペタして食べにくく飲み込みにくく
なり、喉に詰まったり、むせ返ったりします。次に、
口の中にかみ残しが増え、そのまま歯にくっついて
虫歯ができてしまいます。そして、細菌がどんどん
増えて口臭が強くなったり歯周病の原因になったり
します。このような状態を「オーラルフレイル（口
腔の虚弱)」といいます。
　唾液量を増やす方法として、唾液腺がある、顔の
３カ所をマッサージする「唾液腺マッサージ」とい
う方法があります。①左右の耳の前を指で上の奥歯
を奥から前へ回すようにする耳下腺マッサージ。②
左右の顎の骨の内側を親指で押す顎下腺マッサージ。
③下の前歯の顎の骨の内側を舌が持ち上がるように
押し上げる舌下腺マッサージ。ぜひお試しください。
●問合せ／市歯科医師会事務局☎86-0080へ。

＝オーラルフレイルを知っていますか＝
　年齢を重ねると、口腔（こうくう）
衛生状態が年々悪くなります。その主
な原因は、唾液（つば）の分泌量が減
るからなのです。唾液が減るとどうな
るでしょうか。

歯っ！とする歯のおはなし㊶

日本歯科医師会
ご当地キャラクター
「花笠よ坊さん」

｢子育て応援パスポート」
って、いろいろなサービ
スが受けられてお得よね。

使い方もパスポートを提
示するだけだから簡単だ
しね。

　こんにちは。日増しに寒くなってきましたが、
皆さんが暖かくて元気で過ごせるのを祈ってお
ります。このたびは「慈恩寺」について話した
いと思います。昨年、新しくできた看板の英訳

を担当しました。翻訳している間、慈恩寺の歴史を垣間見ることができま
した。それまで、日本の昔の建築や仏教のことについて詳しく分からなか
ったので、興味深く勉強することができ、とてもいい経験になりました。
特に印象に残ったのは、建物や仏像の古さです。私の国は日本より若い国
です。800年以上の歴史のあるものを見ることはほとんどできません。だか
ら、慈恩寺に行ったとき、日本の長い歴史を感じて感動しました。

ティッパー・コリン
(陵南学区で英語指導、アメリカ合衆国ワシントン州出身・24歳）
まだまだ見たい所があるので、また慈恩寺に行きたいと思います。

ＡＬＴ(外国語指導助手)通信寒河江で
活躍する

ＡＬＴを紹介

　
雪
に
よ
る
事
故
被
害
の
原
因
で
最
も

多
い
の
は
、
自
宅
な
ど
建
物
の
雪
下
ろ

し
中
に
起
き
る
も
の
で
、
全
体
の
約
６

割
を
占
め
て
い
ま
す
。
特
に
、
高
齢
者

が
被
害
に
遭
う
場
合
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
除
雪
作
業
は
体
の
調
子
を
考
え

た
上
で
、
服
装
や
装
備
を
整
え
、
周
囲

に
配
慮
し
て
安
全
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
下
ろ
し
た
雪
は
市
指
定
の
排

雪
場
所
に
運
ぶ
な
ど
し
、
道
路
な
ど
に

出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

①
体
調
管
理
は
万
全
に

　
雪
下
ろ
し
は
重
労
働
で
す
。
準
備
運

動
で
体
を
温
め
る
、
小
ま
め
に
休
憩
を

取
る
な
ど
体
調
を
管
理
し
な
が
ら
、
無

理
の
な
い
よ
う
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

②
必
ず
２
人
以
上
で

　
作
業
は
必
ず
２
人
以
上
で
行
い
、
万

一
に
備
え
て
携
帯
電
話
を
携
帯
し
ま
し

ょ
う
。

　
作
業
の
前
に
、
家
族
や
近
所
の
方
に

声
掛
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
安
全
な
服
装
で

　
雪
な
ど
で
ぬ
れ
ず
、
汗
を
か
き
す
ぎ

な
い
、
動
き
や
す
い
服
装
で
作
業
し
ま

し
ょ
う
。

④
命
綱
・
安
全
帯
は
必
須

　
１
階
の
屋
根
か
ら
転
落
し
死
亡
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
命
綱
・
安
全

帯
は
必
ず
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
道
具
は
使
い
や
す
い
も
の
を

　
道
具
に
不
備
が
あ
る
と
、
効
率
が
落

ち
る
ば
か
り
で
な
く
、
無
理
な
作
業
に

つ
な
が
り
ま
す
。
小
回
り
が
利
き
、
軽

く
て
雪
が
付
き
に
く
い
道
具
を
使
用
し

ま
し
ょ
う
。

⑥
は
し
ご
は
固
定
し
て

　
75
度
を
目
安
に
は
し
ご
の
足
元
と
先

端
を
し
っ
か
り
固
定
し
て
、
転
倒
な
ど

起
こ
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑦
雪
の
緩
み
に
注
意
を

　
降
っ
て
す
ぐ
の
新
雪
や
、
気
温
が
高

い
日
な
ど
は
雪
が
緩
ん
で
い
る
恐
れ
が

あ
る
た
め
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑧
常
に
足
場
を
確
認
し
て

　
上
の
方
か
ら
順
に
雪
下
ろ
し
を
行
い
、

常
に
足
場
を
確
認
し
な
が
ら
作
業
し
て

雪
止
め
よ
り
下
に
足
場
を
作
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
除
雪
機
で
作
業
を
行
っ
て
い
る
間
は

人
を
近
づ
か
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
機
械
か
ら
離
れ
る
場
合
は

エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
が
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
の
運
搬
車
両
を
準
備
し
て
自
主

的
に
除
排
雪
を
行
う
場
合
、
運
搬
車
両

の
借
り
受
け
費
用
や
燃
料
費
へ
の
補
助

を
行
い
ま
す
。

　
自
主
的
な
除
排
雪
を
平
日
に
行
う
場

合
は
、
市
道
除
雪
業
務
に
余
裕
が
あ
る

場
合
に
限
り
、
市
が
所
有
す
る
ロ
ー
タ

リ
ー
除
雪
車
等
の
派
遣
も
行
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
町
会
長
等
を
通
じ
て
、
事

前
に
市
建
設
管
理
課
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

●
補
助
額
／
１
回
当
た
り
上
限
12
万
円

●�

補
助
回
数
／
１
シ
ー
ズ
ン
３
回
（
市

豪
雪
対
策
本
部
が
設
け
ら
れ
た
場
合

は
４
回
）

●
問
合
せ
／
雪
の
総
合
窓
口
（
市
建
設

　
管
理
課
内
）
☎(

８
７)

７
０
０
０
へ
。

雪
下
ろ
し
８
つ
の
ポ
イ
ン
ト

除
雪
機
の
使
用
に
も
注
意

地
域
の
除
排
雪
を
支
援

雪
下
ろ
し
・
除
雪
作
業
は
安
全
第
一
で
！

●ヘルメット（顎ひもを締める）
●防寒性のゴム手袋
●動きやすい服装（厚着しない）
●安全帯（幅広で締まらないもの）
●命綱（滑りにくく、緩みにくいもの）
●ゴム長靴（滑りにくいもの）

安全な服装・装備の例

必ず２人以上で作業安全な服装・装備、命綱

使いやすい道具

はしごは固定
足場を常に確認

雪の緩みに注意

軒下を通る際は頭上に注意
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主な事業の執行状況
区　　分 事 業 名 事 業 費 支出済額 支出済率

土　　　木 市道新設・改良 7億3166万円 5506万円 7.5％
側溝・舗装整備 1億5064万円 2044万円 13.6％

生　　　活 公共下水道・浄化槽整備 6億5095万円 7412万円 11.4％
農　　　林 農　業　振　興 1億6456万円 2307万円 14.0％
教　　　育 学校給食事業 3億5452万円 1億3944万円 39.3％

福　　　祉 児　童　福　祉 35億8558万円 15億4524万円 43.1％
老　人　福　祉 14億7574万円 6億 578万円 41.0％

医療・介護
国民健康保険給付費 29億 768万円 10億7213万円 36.9％
介護保険給付費 45億 807万円 17億 657万円 37.9％

後期高齢者医療療養給付費負担金 4億2582万円 2億6614万円 62.5％

一　般　会　計
歳　出歳　入

[　］内は構成比、上段は予算現額、下段（　）内は、収
入済額と予算現額に対する収入済額の割合です。

[　］内は構成比、上段は予算現額、下段（　）内は、支
出済額と予算現額に対する支出済額の割合です。

 64億7865万円
( 26億5382万円 41.0%)

 25億3797万円
( 15億6549万円 61.7%)

 23億4270万円
(  7億1991万円 30.7%)

 16億2940万円
(  8億 890万円 49.6%)

 24億9463万円
(  7億1819万円 28.8%)

 15億4943万円
(  8億8675万円 57.2%)

115億7733万円
( 62億3607万円 53.9%)

  6億7333万円
(  3億  19万円 44.6%)

  5億7696万円
(  1億6799万円 29.1%)

  2億1132万円
(  1億 749万円 50.9%)

  4億1863万円
(      133万円  0.3%)

総務費[38.0%]

教育費[7.7%]

公債費[5.3%]

衛生費[5.1%]

商工費[8.3%]

民生費[21.2%]

消防費[2.2%]
農林水産業費[1.9%]
その他[0.7%]
災害復旧費[1.4%]

 

市税[16.6%]
50億5839万円
(28億1700万円 55.7%)

諸収入・その他[17.4%]
 

53億1199万円
(15億 866万円 28.4%)

寄附金[11.5%]
35億1141万円 

(21億8159万円 62.1%)

国庫支出金[24.4%]

44億1425万円
(29億3583万円 66.5%)

 

各種交付金等[4.2%]
12億7711万円
( 6億4142万円 50.2%)

県支出金[4.4%]

13億5025万円
( 1億8754万円 13.9%)

地方交付税[14.5%]

74億2705万円
(53億4695万円 72.0%)

市債[7.0%]

21億3990万円
(         0円    0%)

自
主
財
源
45
・
５
％

依
存
財
源
54
・
５
％

土木費[8.2%]

※下水道事業：特別会計の公共下水道事業と浄化槽整備事業が令和2年度から企業会計へ移行しました。
　特例的：企業会計への移行により生じた未収入・未支出分の精算に係るものです。

区　　分 収入予算現額 収入済額 収入済率 支出予算現額 支出済額 支出済率

水道事業 収益的 11億1780万円 5億1482万円 46.1％ 10億5616万円 2億1785万円 20.6％ 
資本的 8300万円 481万円 5.8％ 6億8728万円 8890万円 12.9％ 

下水道事業
収益的 15億7103万円 7億 301万円 44.7％ 15億1574万円 2億 510万円 13.5％ 
資本的 7億5393万円 7086万円 9.4％ 12億8769万円 3億8984万円 30.3％ 
特例的 1億4517万円 1億 745万円 74.0％ 8648万円 6241万円 72.2％ 

病院事業 収益的 20億3230万円 9億 944万円 44.7％ 20億3230万円 7億5993万円 37.4％ 
資本的 1億 280万円 6200万円 60.3％ 1億5346万円 5592万円 36.4％ 

合　　計 58億 603万円 23億7239万円 40.9％ 68億1911万円 18億4236万円 27.0％ 

企　業　会　計

304億9035万円
（156億1899万円 51.2％）

304億9035万円
（141億6613万円 46.5％）

市
の
財
政
状
況

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
国
か
ら
の
地
方
交

付
税
、
国
庫
支
出
金
等
を
財
源
と
し
て
暮
ら
し
を
よ
り
豊
か
で
快
適
に
す
る
た
め
、

効
率
的
な
市
政
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
予
算
総
額
は
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
て

４
６
８
億
２
５
９
万
円
で
す
。
な
お
、
全
て
の
金
額
に
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
の

繰
り
越
し
分
を
含
ん
で
い
ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
財
政
課
財
政
調
整
係
☎(

８
５)

１
３
９
６
へ
。

令
和
２
年
度
上
半
期
（
９
月
30
日
現
在
）

 64億7865万円
( 26億5382万円 41.0%)

 25億3797万円
( 15億6549万円 61.7%)

 23億4270万円
(  7億1991万円 30.7%)

 16億2940万円
(  8億 890万円 49.6%)

 24億9463万円
(  7億1819万円 28.8%)

 15億4943万円
(  8億8675万円 57.2%)

115億7733万円
( 62億3607万円 53.9%)

  6億7333万円
(  3億  19万円 44.6%)

  5億7696万円
(  1億6799万円 29.1%)

  2億1132万円
(  1億 749万円 50.9%)

  4億1863万円
(      133万円  0.3%)

総務費[38.0%]

教育費[7.7%]

公債費[5.3%]

衛生費[5.1%]

商工費[8.3%]

民生費[21.2%]

消防費[2.2%]
農林水産業費[1.9%]
その他[0.7%]
災害復旧費[1.4%]

 

市税[16.6%]
50億5839万円
(28億1700万円 55.7%)

諸収入・その他[17.4%]
 

53億1199万円
(15億 866万円 28.4%)

寄附金[11.5%]
35億1141万円 

(21億8159万円 62.1%)

国庫支出金[24.4%]

44億1425万円
(29億3583万円 66.5%)

 

各種交付金等[4.2%]
12億7711万円
( 6億4142万円 50.2%)

県支出金[4.4%]

13億5025万円
( 1億8754万円 13.9%)

地方交付税[14.5%]

74億2705万円
(53億4695万円 72.0%)

市債[7.0%]

21億3990万円
(         0円    0%)

自
主
財
源
45
・
５
％

依
存
財
源
54
・
５
％

土木費[8.2%]

市税の収入状況
区　　分 予算現額 収入済額 収入済率

普通税

市　民　税 20億2378万円 9億5460万円 47.2％ 
固定資産税 22億9703万円 13億7970万円 60.1％ 
た ば こ 税 2億2780万円 1億2526万円 55.0％ 
軽自動車税 1億4080万円 1億4125万円 100.3％ 

目的税 都市計画税 3億6006万円 2億1432万円 59.5％ 
入　湯　税 892万円 187万円 21.0％ 

合　　計 50億5839万円 28億1700万円 55.7％ 

市債等の現在高
区　　分 市債現在高 一時借入金

一 般 会 計 152億9421万円 0円

水 道 事 業 12億1974万円 0円

下水道事業 91億4955万円 0円

病 院 事 業 4億 941万円 0円

合 計 260億7291万円 0円

市の財産
区　　分 状　　況

土 地 148万6177㎡
建 物 16万3528㎡
自 動 車

(リース車両、水道、病院を除く) 86台
有価証券等 5億9824万円
積 立 金 49億7162万円

温泉権(２カ所) 8000万円
重 要 備 品 463個

区　　分 予算現額 収入済額 収入済率 支出済額 支出済率
国民健康保険 40億6452万円 14億2660万円 35.1％ 16億2607万円 40.0％ 
後期高齢者医療 5億3520万円 1億8352万円 34.3％ 1億8735万円 35.0％ 
介　護　保　険 48億6065万円 21億8593万円 45.0％ 18億1307万円 37.3％ 

介護認定審査会共同設置 2416万円 1760万円 72.8％ 537万円 22.2％ 
財　　産　　区

(高松、醍醐、三泉、幸生) 860万円 569万円 66.2％ 159万円 18.5％ 

合　　　　　計 94億9313万円 38億1934万円 40.2％ 36億3345万円 38.3％ 

特　別　会　計

令和２年度上半期（９月30日現在）
市の財政状況

諸収入・
その他 繰越金、分担金、使用料等

国 庫
支出金 市の事業に対して国から交付されたお金

地 方
交付税

地方公共団体の財源を保障するため国
税の中から交付されたお金

市　債 国や金融機関等から借り入れたお金

県支出金 市の事業に対して県から交付されたお金

各種交
付金等

消費税を財源とした交付金や自動車重
量税を財源とした地方譲与税等

総務費 徴税や選挙、事務管理等の費用
民生費 高齢者や障がい者、児童等の福祉費用
商工費 商工業や観光振興等の費用
土木費 道路や河川、公園等の費用
教育費 小中学校や社会教育等の費用
公債費 国や金融機関等からの借入金の返済費用
衛生費 保健衛生やごみ処理等の費用
消防費 消防や救急活動等の費用
農林水
産業費 農業振興等の費用

その他 議会等の費用
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「さがえフォトスタジオ」は寒河江のイベントの様子や
　　　　　　　新鮮な情報を皆さんに写真でお伝えするコーナーです。 さがえフォトスタジオ

夜明けのマルシェ

　11月８日、雑貨や衣類等の店が集まった最上川ふるさ
と総合公園で、家族連れなどが店歩きを楽しみました。

朗読と音楽でこころほっこり

　11月３日開催の「さがえ図書館まつり2020秋まつり」
で、情感ある朗読と音楽に観客は聴き入っていました。

ゆめはーと寒河江「親子で楽しむ人形劇」

　11月10日、人形劇サークル「とんとん」の公演に、ハ
ートフルセンターに訪れた親子は夢中になりました。

●担い手の会が新鮮野菜を販売●

　11月６日、市内の若手農業者組織「担い手の会」が、
会員一丸となり育てた新鮮な野菜を販売しました。

第２回さがえちぇり～マルシェ朝市

　11月７日、朝市が開かれた寒河江駅前みこし公園は、
旬の野菜や果物を買い求める人でにぎわいました。

第８回チェリーナさがえフェスティバル

　11月８日、チェリーナさがえで、早坂恭子選手を講師
に迎え「ソフトテニスクリニック」が開催されました。

秋の夕べ～ゾクゾク怪談会

　11月23日開催の「さがえ図書館まつり2020秋まつり」
で、怪談作家・黒木あるじ氏が怪談を語りました。

ビブリオバトル

　11月８日・15日開催の「さがえ図書館まつり2020秋ま
つり」で、児童・生徒による書評バトルが行われました。

第52回市総合文化祭

　10月27日～11月３日、生花や書道など、市芸術文化協議会加盟団体等
の心のこもった芸術作品が文化センターと市美術館に展示されました。
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生 涯 学 習 の ま ど
�

寒河江市美術館

Sagae Library
さがえライブラリー

今月の1冊

　
８
月
14
日
か
ら
令
和
３
年
１
月

10
日
へ
延
期
し
て
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
し
た
「
令
和
２
年
度
寒
河

江
市
成
人
式
」
に
つ
い
て
、
い
ま

だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束

が
見
え
な
い
中
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
の
同
時
流
行
が
懸
念
さ
れ
る

た
め
、
新
成
人
お
よ
び
市
民
の
安

全
と
健
康
を
最
優
先
に
考
慮
し
、

再
延
期
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
開
催
を
楽
し
み
に
お
待
ち
い
た

だ
い
て
い
る
新
成
人
や
ご
家
族
、

　
谷
沢
の
歴
史
を
語
る
会
で
は
、

地
域
の
歴
史
資
料
を
保
存
活
用
し

後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
「
羽

前
国
村
山
郡
第
四
区
小
二
区
谷
沢

村
耕
地
絵
図
」
２
枚
の
写
真
を
収

め
た
Ｃ
Ｄ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
古
絵
図
は
、
明
治
５
年
の

地
租
改
正
後
の
谷
沢
村
の
景
観
が

読
み
取
れ
、
土
地
の
番
号
・
地
目
・

所
有
者
が
記
入
さ
れ
て
い
て
い
る

貴
重
な
も
の
で
す
。

　
希
望
す
る
方
に
は
、
実
費
（
１

５
０
０
円
）
で
頒
布
し
て
い
ま
す
。

●�

問
合
せ
／
谷
沢
の
歴
史
を
語
る

会
☎(

８
７)

３
７
６
７
へ
。

　
９
月
25
日
に
行
わ
れ
た
市
教
育

委
員
会
に
お
い
て
、
新
た
に
「
花

買
場
跡
」
を
市
史
跡
に
、「
木
造
随

神
像
」
２
躯
（
く
）
を
市
有
形
文

化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

　
今
回
指
定
の
「
花
買
場
跡
」
は

元
町
の
南
西
に
位
置
し
、
５
方
向

か
ら
道
路
が
集
ま
る
場
所
で
、
江

戸
時
代
に
紅
花
交
易
で
に
ぎ
わ
っ

た
所
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
本

市
の
紅
花
の
歴
史
を
伝
え
る
重
要

な
史
跡
で
す
。
寒
河
江
八
幡
宮
の

「
木
造
随
神
像
」
は
、
拝
殿
の
左
右

に
安
置
さ
れ
て
い
る
大
型
の
武
人

像
で
す
。
神
仏
分
離
が
行
わ
れ
た

明
治
時
代
の
作
と
み
ら
れ
、
ひ
な

人
形
の
よ
う
に
指
首
の
工
法
が
用

い
ら
れ
た
個
性
的
な
造
り
に
な
っ

て
お
り
、
歴
史
的
に
も
造
形
的
に

も
貴
重
な
資
料
で
す
。

　
前
回
は
、
大
江
広
元
の
生
い
立

ち
と
公
文
所(

く
も
ん
じ
ょ)

別

当
就
任
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
し
た
。

　
文
治
元
（
１
１
８
５
）
年
、
広

元
は
、
教
科
書
で
も
お
な
じ
み
の

守
護
と
地
頭
の
設
置
を
源
頼
朝
に

勧
め
ま
す
。
守
護
は
国
ご
と
に
置

か
れ
た
軍
事
・
警
察
の
権
限
を
握

る
機
関
、
地
頭
は
荘
園
ご
と
に
置

か
れ
た
役
職
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

鎌
倉
幕
府
の
力
が
全
国
に
及
ぶ
基

盤
が
で
き
ま
し
た
。

　
鎌
倉
幕
府
が
開
か
れ
た
年
を
「
い

い
国
造
ろ
う
鎌
倉
幕
府
」
と
語
呂

合
わ
せ
で
「
１
１
９
２(

い
い
く

に)

年
」
と
覚
え
た
方
も
多
い
で

し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
頼
朝
が
征
夷

（
せ
い
い
）
大
将
軍
に
任
命
さ
れ
た

年
で
あ
る
た
め
で
す
。
し
か
し
、

現
在
で
は
文
治
元
年
が
最
有
力
な

説
と
な
っ
て
い
ま
す
。
守
護
・
地

頭
の
設
置
に
よ
り
、
鎌
倉
幕
府
が

実
質
的
に
成
立
し
た
た
め
で
す
。

　
こ
の
他
に
も
広
元
は
、
朝
廷
と

幕
府
の
交
渉
や
、
頼
朝
死
後
の
北

条
氏
に
よ
る
政
治
体
制
確
立
な
ど

に
協
力
し
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
広
元
は
鎌
倉
幕
府

の
基
礎
を
固
め
た
人
物
と
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

関
係
者
の
方
々
に
は
大
変
残
念
な

お
知
ら
せ
と
な
り
ま
す
が
、
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

●�

再
延
期
の
日
程
／
令
和
３
年
８

月
14
日
（土）
前
後
で
令
和
２
年
度

と
令
和
３
年
度
の
成
人
式
を
そ

れ
ぞ
れ
行
い
ま
す
。
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
開
催
の
２
カ
月

前
を
目
途
に
ご
案
内
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
生
涯
学
習
課
生
涯

　
学
習
係
☎(

８
６)

８
２
３
１
へ
。

市
史
跡
「
花
買
場
跡
」

市
有
形
文
化
財
「
木
造
随
神
像
」

令
和
２
年
度
市
成
人
式
の
再
延
期
の
お
知
ら
せ

「
谷
沢
の
歴
史
を
語
る
会
」が
谷
沢
地
区
古
絵
図
の

写
真
を
収
録
し
た
Ｃ
Ｄ
を
作
成

「
花
買
場
跡
」「
木
造
随
神
像
」を
市
文
化
財
に

新
た
に
指
定

洋画家・鬼海正夫

市
史
編
さ
ん

だ
よ
り

　
祈
り
や
願
い
そ
し
て
喜
び
を
石

に
刻
ん
で
後
世
に
残
そ
う
と
し
た

数
々
の
石
造
文
化
財
。
市
内
に
は

千
七
百
基
ほ
ど
遺
さ
れ
て
い
る
。

歴
史
文
化
活
動
推
進
員
の
協
力
を

い
た
だ
き
、
今
年
度
こ
れ
ら
の
確

認
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
そ
の
途
上
興
味
あ
る
石
塔
が
い

く
つ
か
発
見
さ
れ
た
。
た
と
え
ば

谷
沢
佐
藤
伝
家
の
明
治
四
十
三
年

（
一
九
一
〇
）
の
「
中
村
神
社
」。

馬
の
生
育
を
願
っ
て
相
馬
野
馬
追

い
で
知
ら
れ
る
中
村
神
社
の
神
霊

を
勧
請
し
た
も
の
ら
し
い
。
慈
恩

寺
最
上
院
の
「
三
神
供
養
塔
」。
上

部
に
障
碍
・
飢
渇
・
貪
欲
と
書
い

て
あ
る
が
よ
く
分
か
ら
な
い
。
本

楯
の
俳
人
椎
名
翫
月
の
句
碑
は
満

福
寺
の
墓
地
に
あ
っ
た
。

　
金
谷
円
福
寺
の
五
文
字
の
梵
字

塔
も
、
阿
弥
陀
如
来
を
表
す
種
子

「
キ
リ
ー
ク
」
く
ら
い
し
か
読
め
な

い
。
こ
れ
は
何
の
石
塔
だ
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
、
慈
恩
寺
宝
蔵
院

の
布
施
智
典
さ
ん
に
教
え
を
請
う

た
。
す
ぐ
に
「
あ
、
こ
れ
は
五
大

虚
空
蔵
の
種
子
で
す
よ
」
と
自
ら

種
子
を
書
い
て
下
さ
っ
た
。
こ
れ

も
先
祖
の
供
養
を
表
す
宝
篋
印
塔

だ
と
い
う
。

　
普
通
の
宝
篋
印
塔
は
台
座
・
塔

身
・
笠
・
相
輪
・
宝
珠
か
ら
な
る

美
し
い
も
の
で
、
塔
身
に
経
文
と

追
善
供
養
の
施
主
な
ど
が
刻
ま
れ

る
。
美
し
く
笠
が
張
り
出
す
こ
の

塔
は
市
内
の
寺
院
に
十
八
基
ほ
ど

あ
る
。
円
福
寺
に
も
天
明
三
年
（
一

七
八
三
）
の
安
孫
子
傅
四
郎
家
の

立
派
な
宝
篋
印
塔
が
あ
る
。

　
新
た
に
発
見
さ
れ
た
塔
は
、
寺

院
の
西
側
。
自
然
石
に
「
バ
ン
・

ウ
ン
・
タ
ラ
ク
・
キ
リ
ー
ク
・
ア

ク
・
蓮
台
」
と
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、

宝
珠
・
大
日
如
来
・
阿
閦
如
来
・

宝
生
如
来
・
阿
弥
陀
如
来
・
不
空

成
就
如
来
の
五
仏
を
表
す
種
子
だ

と
い
う
。
こ
の
塔
を
建
立
し
た
の

は
誰
か
。
か
な
り
古
い
も
の
で
、

今
で
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

　
こ
う
し
た
石
塔
の
確
認
調
査
が

五
年
ほ
ど
前
か
ら
市
内
全
域
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
た
が
、
今
年
の
春

か
ら
さ
ら
に
五
十
カ
所
ほ
ど
実
施

し
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
親

切
に
教
え
て
下
さ
っ
た
。
い
よ
い

よ
大
詰
め
発
刊
作
業
に
入
る
。

　
ま
た
一
つ
『
改
訂
版　
寒
河
江

の
石
造
文
化
財
』
と
い
う
歴
史
的

財
産
が
増
え
て
行
く
。

も
う
一
つ
の
宝
篋
印
塔
を
発
見

　読売新聞「こどもの詩」の選者
を務めていた詩人の長田さんは、選んだ詩に添え
た選評をまとめ『語りかける辞典』という名前の
詩集を出版することを生前から願っていました。
この長田さんのご遺志を形にしたものが本書です。
長田さんが書き留めた風の声や空の声と、いせさ
んの愛らしく清々しい絵を合わせてお楽しみくだ
さい。

　日和田出身の洋画家である鬼海正夫を紹介します。
大正12（1923）年生まれ。札幌に在住し制作を続け、
既成の観念に拘束されることなく、美術における真の
自由・平等と新たな価値の創造を求めました。その思
いは、独特な色合いから見てと
れます。寒河江や北海道の風景
を描くとともに、アイヌの人と
の交流を通した作品も数多く手
掛けています。
　洋画家のほか、札幌かっぱ村
村長も務められており、かっぱ
の研究をされていたといううわ
さもあります。

14日㈪・28日㈪～１月３日㈰
※�12月～２月の閉館時間は、午後６時30分（日曜・
祝日は午後５時）

�月の休館日

図書館へ行こう！

いっちゃん会　　　　12／19㈯午後２時～２時30分
図書館ボランティアチェリー
　　　　　　　　　　１/５㈫午前10時30分～11時

おはなし室

明るい選挙啓発ポスターコンクール入賞作品展
12／13㈰まで

市内小学校作品展　　　　　　　　　12／15㈫から

展示ホール

ブックテーマコーナー
ＨＯＵＳＥ　ＷＯＲＫ～毎日の掃除・洗濯・炊事～
　　　　　　　　　　　　　　　　　12/27㈰まで

風のことば　空のことば
語りかける辞典

長田弘・詩　いせひでこ・絵
講談社・発行

谷沢村、上・中谷沢古絵図

　絵本の部屋では、普段貸
し出ししていないオルゴー
ル絵本などの、乳幼児向け
の楽しい絵本を貸し出しま
す。親子で一緒に絵本と触
れ合ってみませんか。
●�日時／毎週第１木曜日の
午前11時～11時30分

●�会場／市立図書館２階視
聴覚室

●問合せ／市立図書館
　☎86-1662へ。

絵本の部屋

大
江
広
元（
後
編
）

寒
河
江
と
大
江
氏
③

左大臣 右大臣

円福寺の宝篋印塔
石塔に刻ま
れた種子
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寒
河
江
市
長
選
挙

投
票
日
は
12
月
20
日
(日)

投
票
方
法
等

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
投
票
所
で
の
マ
ス
ク
着
用
、
手
指
の

消
毒
、
周
り
の
方
と
の
距
離
の
確
保
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

■�

投
票
日
／
12
月
20
日
(日)
午
前
７
時
～
午
後

８
時

■
投
票
所
／
郵
送
す
る
入
場
券
に
掲
載

■�

投
票
で
き
る
方
／
日
本
国
民
で
満
18
歳
以

上
（
平
成
14
年
12
月
21
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
）
で
、
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
、
本

市
に
住
所
が
あ
る
方
（
基
準
日
は
令
和
２

年
12
月
12
日
(土))

。
市
外
へ
の
転
出
や
公
民

権
の
停
止
な
ど
で
投
票
日
に
選
挙
権
が
な

い
方
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

■�

市
内
で
転
居
さ
れ
た
方
の
投
票
／
12
月
９

日
(水)
か
ら
投
票
日
ま
で
に
市
内
で
転
居
さ

れ
た
方
は
、
転
居
先
の
投
票
所
で
は
な
く

入
場
券
に
記
載
の
投
票
所
で
の
投
票
と
な

り
ま
す
。

■�

入
場
券
／
１
枚
の
は
が
き
に
１
世
帯
６
人

膝
・
腰
ら
く
ら
く
教
室

●
日
時
／
12
月
18
日
(金)
午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●�

定
員
／
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65

歳
以
上
の
方
、
20
人
（
前
月
不
参
加
者
を

優
先
）

●
持
ち
物
／
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
マ
ス
ク

●�

申
込
／
12
月
９
日
(水)
か
ら
市
高
齢
者
支
援

課
地
域
包
括
支
援
係
☎(

８
５)

０
８
７
５
へ
。

や
ま
が
た
県
民
手
帳

２
０
２
１
年
版
好
評
発
売
中

　
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
満
載
の
大
変
便
利
な
手

帳
で
す
。
令
和
３
年
１
月
末
ま
で
市
企
画
創

成
課
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

●
金
額
／
１
冊
６
０
０
円
（
税
込
み
）

●�

主
な
内
容
／
令
和
４
年
３
月
ま
で
の
予
定

表
、
県
内
の
お
祭
り
、
子
ど
も
の
無
料
の

遊
び
場
、
レ
ジ
ャ
ー
情
報
、
イ
ベ
ン
ト
情

報
、
県
統
計
情
報
等

●�

問
合
せ
／
市
企
画
創
成
課
シ
ス
テ
ム
統
計

係
☎(

８
５)

１
４
２
３
へ
。

最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

イ
ベ
ン
ト
情
報

心
を
伝
え
る
絵
手
紙
作
品
展

　
は
が
き
に
季
節
の
花
や
果
物
を
描
き
、
思

い
の
言
葉
を
添
え
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■�

日
時
／
12
月
５
日
(土)
～
27
日
(日)
・
令
和
３

年
１
月
５
日
(火)
～
７
日
(木)
の
午
前
９
時
～

午
後
５
時

ま
で
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
人
分
ず
つ

切
り
離
し
、
ご
自
身
の
名
前
が
記
載
さ
れ

て
い
る
券
を
投
票
所
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

12
月
14
日
(月)
以
降
に
発
送
予
定
で
す
。

■�

期
日
前
投
票
／
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
等

で
投
票
で
き
な
い
方
は
、
12
月
14
日
(月)
～

19
日
(土)
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時
に

市
役
所
１
階
議
会
会
議
室
に
設
置
す
る
期

日
前
投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す(

入
場
券

が
届
く
前
で
も
可
）。

代
理
投
票
・
不
在
者
投
票

■�

代
理
投
票
／
体
が
不
自
由
等
の
理
由
で
本

人
が
記
入
で
き
な
い
場
合
は
、
代
理
投
票

が
で
き
ま
す
。
投
票
管
理
者
の
指
定
す
る

係
員
が
、
本
人
に
代
わ
っ
て
候
補
者
の
氏

名
を
記
入
し
ま
す
。

■�
病
院
等
で
の
不
在
者
投
票
／
県
選
挙
管
理

委
員
会
指
定
の
病
院
等
に
入
院
（
所
）
し

て
い
る
方
は
、
そ
の
施
設
で
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
病
院
等
の
担
当
者
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

立
候
補
届
出

■�

日
時
／
12
月
13
日
(日)
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時

■
会
場
／
市
役
所
４
階
４
０
１
会
議
室

●
問
合
せ
／
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
☎(

８
５)

１
３
８
７
へ
。

市
立
病
院
職
員
採
用
試
験

(

令
和
３
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

●
試
験
区
分
／
薬
剤
師
１
人

●�

受
験
資
格
／
生
年
月
日
が
昭
和
60
年
４
月

２
日
以
降
で
、
薬
剤
師
免
許
保
有
者
、
ま

た
は
令
和
３
年
４
月
30
日
ま
で
に
同
免
許

門
松
つ
く
り
体
験
教
室

■�

日
時
／
12
月
20
日
(日)
午
前
10
時
～
正
午
（
１

回
30
分
、
３
回
開
催
）

■
定
員
／
各
10
人

■
参
加
費
／
５
０
０
円

■
そ
の
他
／
要
申
込

パ
ン
の
花
教
室
（
初
心
者
コ
ー
ス
）

■�

日
時
／
12
月
22
日
、
令
和
３
年
１
月
５
日
・

19
日
の
各
火
曜
日
、
全
３
回
、
午
前
９
時

30
分
～
正
午

■�

参
加
費
／
１
５
０
０
円
（
３
回
分)

、
別
途

材
料
費
が
必
要
で
す
。

■
そ
の
他
／
要
申
込

そ
ば
打
ち
体
験
教
室

■�

日
時
／
12
月
25
日
(金)
①
午
前
10
時
～
、
②

午
前
11
時
～

■
定
員
／
各
５
組

■
参
加
費
／
２
千
円

■
申
込
期
限
／
12
月
22
日
(火)

●
会
場
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

●
問
合
せ
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

　
☎(

８
３)

５
１
９
５
へ
。

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

主
催
の
講
習
会

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

■�

日
時
／
12
月
15
日
(火)
～
18
日
(金)
の
午
前
９

時
～
午
後
３
時
（
初
日
は
午
後
１
時
～
）

■
会
場
／
市
技
術
交
流
プ
ラ
ザ

■
定
員
／
原
則
60
歳
以
上
の
方
、
15
人

■
申
込
期
限
／
12
月
９
日
(水)

介
助
補
助
ス
タ
ッ
フ
講
習

■�

日
時
／
令
和
３
年
１
月
14
日
(木)
・
15
日
(金)
、

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
40
分

を
取
得
見
込
み
の
方
。
他
に
も
要
件
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
受
験
案
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●�

試
験
日
時
／
令
和
３
年
１
月
17
日
(日)
午
前

８
時
40
分
～

●
試
験
会
場
／
市
立
病
院

●�

試
験
種
目
／
作
文
試
験
、
性
格
特
性
検
査
、

職
場
適
応
性
検
査
、
人
物
試
験
（
個
別
面
接
）

●�

受
験
申
込
／
受
験
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、

１
月
５
日
（火）
ま
で
市
立
病
院
事
務
室
（
〒

991-

8508
寒
河
江
市
大
字
寒
河
江
字
塩
水
80
番

地
）
へ
提
出
（
郵
送
の
場
合
は
１
月
５
日

消
印
有
効)

。
申
込
用
紙
は
市
立
病
院
で
交

付
す
る
他
、
市
立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
立
病
院
☎(

８
６)

２
１
０
１
へ
。

市
地
域
福
祉
計
画

策
定
推
進
委
員
会
委
員
を
公
募

　
市
で
は
、
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
に
当
た

り
、
必
要
な
調
査
や
審
議
、
策
定
後
の
計
画

の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
の
提
言
を
行
う

委
員
を
公
募
し
ま
す
。

●
公
募
数
／
３
人
（
応
募
多
数
の
際
は
抽
選
）

●�

応
募
資
格
／
令
和
３
年
１
月
１
日
現
在
で

20
歳
以
上
の
方
。
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●�
任
期
／
２
年
（
令
和
３
年
１
月
１
日
(金)
～

令
和
４
年
12
月
31
日
(土)
）

●�

応
募
方
法
／
申
込
書
に
記
入
の
上
、
12
月

18
日
(金)
午
後
５
時
ま
で
市
健
康
福
祉
課
へ

郵
送
（
〒
991-
0021
寒
河
江
市
中
央
２
丁
目
２

番
１
号)

、
フ
ァ
ッ
ク
ス(
８
３)

３
２
０
１
、

■
会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー

■
定
員
／
原
則
60
歳
以
上
の
方
、
10
人

■
申
込
期
限
／
１
月
４
日
(月)

●
申
込
／
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎(

８
３)

３
２
２
４
へ
。

市
民
パ
ソ
コ
ン
講
座

｢

初
級
ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル｣

●�

日
時
／
令
和
３
年
１
月
14
日
(木)
～
２
月
８

日
(月)
の
毎
週
月
・
木
曜
日
、
全
８
回
、
午

前
９
時
～
正
午

●
会
場
／
市
技
術
交
流
プ
ラ
ザ

●
受
講
料
／
７
２
０
０
円

●�

申
込
／
12
月
25
日
(金)
ま
で
市
技
術
振
興
協

会
☎(

８
６)

１
９
９
１
へ
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　
認
知
症
の
方
や
ご
家
族
、
認
知
症
を
一
緒

に
考
え
支
え
た
い
方
等
が
情
報
交
換
し
合
え

る
交
流
の
場
で
す
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
え
が
お

●�

日
時
／
12
月
11
日
(金)
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
４
階

●�

問
合
せ
／
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
あ
な
た
と
え
が

お
☎(

８
４)

０
２
０
１
へ
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
と
こ
し
え
島

●�

日
時
／
12
月
18
日
(金)
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

●
会
場
／
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
こ
し
え
島

●
問
合
せ
／
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
こ
し
え
島

　
☎(

８
４)

７
１
９
０
へ
。

お
知

ら
せ

 

電
子
メ
ー
ルkenkou@city.sagae.yamagata.

jp

、
電
子
申
請
、
持
参
の
い
ず
れ
か
。

●
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
☎(

８
５)

０
２
４
２
へ
。

市
中
学
校
給
食
運
営
委
員
会

委
員
を
公
募

●
公
募
数
／
３
人
（
応
募
多
数
の
際
は
抽
選
）

●�

応
募
資
格
／
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
で

20
歳
以
上
の
方
。
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
任
期
／
２
年

●�

応
募
方
法
／
申
込
書
に
記
入
の
上
、
12
月

14
日
(月)
午
後
５
時
ま
で
市
学
校
教
育
課
へ

郵
送
（
〒
991-

8601
寒
河
江
市
中
央
１
丁
目
９

番
45
号)

、
フ
ァ
ッ
ク
ス(

８
６)

８
６
９
１
、

電
子
メ
ー
ルkyouikuka@city.sagae.

yamagata.jp

、
持
参
の
い
ず
れ
か
。

●
問
合
せ
／
市
学
校
教
育
課
学
事
係

　
☎(

８
５)

１
５
２
７
へ
。

建
物
の
取
り
壊
し
・
増
改
築
は

市
税
務
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

　
12
月
末
ま
で
に
建
物
を
全
部
ま
た
は
一
部

取
り
壊
し
た
場
合
、
登
記
し
て
い
る
建
物
は

法
務
局
で
手
続
き
を
行
い
、
登
記
し
て
い
な

い
建
物
は
市
税
務
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
増
改
築
等
を
行
っ
た
場
合
も
課
税
額

の
変
更
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市

税
務
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
市
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
☎(

８
５)

１
７
０
８
へ
。

令
和
２
年

や
ま
が
た
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
展

●
期
間
／
令
和
３
年
１
月
31
日
(日)
ま
で

●
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
／https://www.yamagata

　

-kankyouten.com/

●�

内
容
／
出
展
企
業
・
団
体
に
よ
る
情
報
発

信
、
環
境
保
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
等

●�

問
合
せ
／
県
循
環
型
社
会
推
進
課
☎
０
２

３(

６
３
０)

２
３
０
２
へ
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
勉
強
会(

Ｎ
Ｐ
Ｏ
入
門
編)

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
関
す
る
疑
問
を
少
し
で
も
解
決

す
る
た
め
の
勉
強
会
で
す
。

●�

日
時
／
12
月
19
日
(土)
午
後
２
時
30
分
～
４

時
30
分

●�

会
場
／
山
形
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

(

霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
22
階
）

●�

定
員
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
基
礎
知
識
を
学
び
た
い

方
等
、
８
人

●�

申
込
／
12
月
16
日
(水)
ま
で
山
形
市
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３(

６
４
７)

２

２
６
０
へ
。

県
立
図
書
館

日
塔
貞
子
生
誕
百
年
企
画
展

●
期
間
／
12
月
28
日
(月)
ま
で

●
会
場
／
県
立
図
書
館

●�

内
容
／
詩
人
・
日
塔
貞
子
の
遺
稿
、
日
記
、

写
真
の
展
示
等

●
問
合
せ
／
県
立
図
書
館

　
☎
０
２
３(

６
３
１)

２
５
２
３
へ
。

新型コロナウイルスの影響により、
掲載の催しなどが中止・変更になる
場合があります。
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SAGAE CITY INFORMATION お知らせ

12月の行事予定

　特定非営利活動法人グラウンドワーク寒河江（佐
藤順一理事長）様から、金49,712円をいただきま
した。
　株式会社おーばん（二藤部洋代表取締役社長）
様から、金1,000,000円をいただきました。

ご寄附をいただきました

■次号の市報12月20日号は、12月18日㈮に発行します。

　問い合わせいただいた方に各提供者等の連絡先
をお伝えしますので、直接交渉してください。
■�あげます／パイプハンガー（シングル)、スキー
板・ブーツ

■�譲ります（有償)／ブラインド、オイルヒーター、
電気ストーブ、パイプハンガー（ダブル)、将棋
盤・駒

■�譲って／２段ベッド、ミシン、タオル、猫飼養
用品

■�あげます／学習机、チャイルドシート、靴、自
転車

●問合せ／市市民生活課環境保全推進室
　☎85-1914へ。

ふれあいゆずりあいコーナー
（11月25日現在）

＝子育てゆずりあいコーナー＝

4㈮
5㈯ ゆめはーと寒河江「ブンブンごまで遊ぼう｣／市ド

ック

6㈰ 休日当番医（山﨑医院)／証明書交付窓口開庁（午前）

7㈪
8㈫ こころの健康相談／南部・柴橋・西部地区公民館

休館日

9㈬ 行政相談／３歳児健診／フローラ・ＳＡＧＡＥ休
館日

10㈭ ふるさと交流スペース／健康相談／産後リフレッ
シュ講座／市民浴場休場日

11㈮
イルミネーション点灯／子育てサロン・エンジェ
ル「親子であそぼう｣／市ドック／２歳児ピカピカ
歯科検診

12㈯
13㈰ 寒河江市長選挙告示日／休日当番医（横山耳鼻咽

喉科医院)／証明書交付窓口開庁（午前）

14㈪ 市ドック／市立図書館休館日

15㈫ 法律相談

16㈬ ゆめはーと寒河江「お誕生会｣／１歳６カ月児健診／
フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

17㈭ ふるさと交流スペース／市ドック／健康相談／９
～10カ月児健診

18㈮ 離乳食後期教室／保健師育児相談／助産師の母乳
ミルク相談室

19㈯

20㈰
寒河江市長選挙／休日当番医（陵南眼科クリニッ
ク)／証明書交付窓口開庁（午前)／ハートフルセ
ンター休館日

21㈪ 市ドック／レディース検診

22㈫ 市長相談／妊娠期の母乳ミルク準備講座／中央公
民館休館日

23㈬ レディース検診／３～４カ月児健診

24㈭
ふるさと交流スペース／市ドック／健康相談／水
道料金・下水道浄化槽使用料（10月・11月分）口
座振替日

25㈮
市ドック／市県民税（４期)、国民健康保険税（６
期)、介護保険料（６期)、後期高齢者医療保険料
(６期）納期限

26㈯
27㈰ 休日当番医（渡辺外科胃腸科医院)／証明書交付窓

口開庁（午前）

28㈪ 市ドック／市立図書館、市民体育館、チェリーナ
さがえ休館日

29㈫
休日当番医（平野医院)／ハートフルセンター、中
央公民館、各地区公民館、市立図書館、市民体育
館、チェリーナさがえ休館日

30㈬
休日当番医（三浦医院)／ハートフルセンター、中
央公民館、各地区公民館、市立図書館、市民体育
館、チェリーナさがえ休館日

31㈭
休日当番医（山﨑医院)／ハートフルセンター、中
央公民館、各地区公民館、市立図書館、市民体育
館、チェリーナさがえ休館日

寒波から水道管を守るために

油流出に注意！

　気温がマイナス４度以下になると、水道管は凍結破損しやすくなるといわれ、
漏水が発生する場合があります。北側で日が当たらない、風当たりが強い、配管
が防寒対策されずむき出しになっている場合など、特に注意が必要です。また、
空き家や長期間不在にする場合など、凍結破損してもしばらく気付かず多額の水
道料金請求になる場合もあります。
　大切な給水装置を守るため、本格的な冬の前に屋外の水道管や水道メーターの
防寒対策と水抜き栓の点検等を忘れずに行ってください。

　例年、暖房機器の使用が多くなる冬期間に、一般家庭や事業場から灯油等が漏れ
出し、河川等へ流出する事故が増加します。河川等に油が流入した場合、その除去
などに要する多額の費用は、原因者が負担しなければなりません。このような事故
を防ぐために、以下の５項目を必ず守りましょう。
①ホームタンクから給油中は絶対に離れないこと。
②除雪等による配管の破損を防ぐために配管の場所に目印をつけること。
③万一に備え、防油堤（ぼうゆてい）を設置すること。
④落雪による配管の破損やホームタンクの転倒に注意すること。
⑤配管やホームタンクの定期点検を行うこと。
　万一事故を起こしたり、油流出を確認したときは、必ず下記に連絡してください。
●連絡先／市市民生活課環境保全推進室☎85-1914へ。

■水道メーターや屋外の蛇口、水道管の確認と保温
　水道メーターボックスの中に、発泡スチロールや布切れ等をぬれないようビニール袋に詰めて入れてお
くと、ボックス内の保温性が高まります。また、屋外の蛇口や水道管は発泡スチロール製の保温材や保温
ヒーター等を利用し、凍結破損がないか常に確認するように心掛けてください。詳しくはお近くの水道指
定給水装置工事事業者にご相談ください。

■寒い夜等の凍結防止方法
　屋外の水抜き栓等は「水抜」の方に止まるまで回してから、蛇口を全開にして水を抜いておくと凍結を
予防できます。ただし、水抜き栓は途中で止めたままにすると、多量の水漏れの原因となる場合がありま
すので注意してください。

■凍結して水が出ない場合の対処方法
　露出している水道管や蛇口にタオル等をかぶせ、その上からゆっくりとぬるま湯を掛けて溶かしてくだ
さい。熱湯を直接掛けると破損の原因となりますのでご注意ください。

■水道管が破裂した場合の対処方法
　すぐに水道メーターボックス内のバルブを閉めて水を止め、お近くの水道指定給水装置工事事業者に修
理を依頼してください。

■長期間使わないときの水道休止の手続き
　空き家になる場合や、農園等でしばらく水道を使わない場合等、市上下水道課
に水道休止の届け出（電話連絡も可）を行うと止水栓等で休止します。凍結破損
による漏水が防止でき、休止後は水道料金が発生しません。なお、休止した水道
を再使用する場合は、開栓手数料1,000円が必要です。

■公民館・空き家等の定期的な点検
　公民館や空き家等の建物を管理している方は、凍結予防対策を実施の上、蛇口
の閉め忘れや漏水等の異常がないか定期的に点検し、異常時にすぐに水道メータ
ーを確認して修繕依頼等ができるよう、水道メーターボックス周りの除雪を心掛
けましょう。

●問合せ／市上下水道課経営企画係☎86-8511へ。

1月の行事予定
1㈮

休日当番医（横山耳鼻咽喉科医院)／ハー
トフルセンター、中央公民館、各地区公
民館、市立図書館、市民体育館、チェリ
ーナさがえ、フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

2㈯
休日当番医（渡辺外科胃腸科医院)／ハー
トフルセンター、中央公民館、各地区公
民館、市立図書館、市民体育館、チェリ
ーナさがえ休館日

3㈰
休日当番医（あびこ耳鼻咽喉科クリニッ
ク）／ハートフルセンター、中央公民館、
各地区公民館、市立図書館、市民体育館、
チェリーナさがえ休館日

4㈪
水道料金・下水道浄化槽使用料（10月・
11月分）納期限／市民体育館、チェリー
ナさがえ休館日

5㈫ 法律相談／市ドック

6㈬
7㈭ ふるさと交流スペース／健康相談

8㈮
9㈯ 市ドック

10㈰ 休日当番医（あんどうクリニック)／証明
書交付窓口開庁（午前）

11㈪ 休日当番医（鬼海小児科）

12㈫ こころの健康相談／南部・柴橋・西部地
区公民館、市立図書館休館日

13㈬ さがえ初市／行政相談／市ドック／３歳
児健診

14㈭ ふるさと交流スペース／法律相談／市ド
ック／健康相談／市民浴場休場日
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未
経
験
者
で
も
安
心
し
て
参
加
で

き
る
、
初
級
者
を
対
象
と
し
た
ス
ケ

ー
ト
ボ
ー
ド
教
室
「
さ
が
え
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
ス
ク
ー
ル
vol.
２
」
が
10
月

31
日
、
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

寒
河
江
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
日
本
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

協
会
の
公
認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
ら

が
講
師
と
な
り
、
基
本
の
乗
り
方
や

技
を
指
導
。
県
内
の
小
学
生
ら
18
人

が
参
加
し
、
希
望
者
に
は
道
具
一
式

が
貸
し
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
の
手
を
借
り
て
恐
る
恐
る
ボ

ー
ド
に
乗
っ
て
い
た
子
も
、
１
人
で

滑
る
こ
と
が
で
き
る
ま
で
に
上
達
し
、

満
足
の
い
く
滑
り
が
で
き
る
と
満
面

の
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

今
月
の
表
紙

　市民レポーターさくらんぼ特派員が「これはイイ」と感じた市内の観光やグルメ、
日常の風景などを自ら取材し、地元の魅力をどんどん紹介していくコーナーです。
　皆さんの所へ取材に伺った際は、ぜひご協力をお願いします。

す
ぽ
っ
と
チ
ャ
ン
ネ
ル

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー 

さ
く
ら
ん
ぼ
特
派
員

Twitterでも特派員が情報配信中　https://twitter.com/sagae_tokuhain

　山沿いに降雪があ
った寒い日、チェ

リーランドには元気
な声が響いていま

した。高松小学校５
年生の皆さんが総

合学習で育て、運が
良くなるよう「運

米」と名付けたお米
を販売しました。

食べて「うんまい！
」とつい言うよう

なおいしさだそうで
す。 （北條幸子）

　ゆめはーと寒河江では、スポーツ教室など、イベントが徐々に増えてきていますので、市報や市社会福祉協議会のホームページをチェックしてみてください。この前、フリーペーパーに事業内容が取り上げられていました。とても誇らしく思います。（佐藤真由美）

寒河江市ホームページ

■
印
刷
／
寒
河
江
印
刷
株
式
会
社

　
こ
の
広
報
誌
は
自
然
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す

市
報
さ
が
え
　
2020．12．5　

N
o.1760

さがえの旬 な情報、ご覧ください！
寒河江市役所 検索

■
発
行
／
寒
河
江
市
企
画
創
成
課
さ
が
え
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
室

　
〒
991-

8601　
寒
河
江
市
中
央
１
丁
目
９
番
45
号　
☎（
８
５
）１
４
３
１

　２日間にわたりチェリーナさがえで開催された「商工産業フェスティバルＷＩＴＨ｣。新しい生活様式に則したイベントでした。会場には、似顔絵コーナーなど親子で楽しめるブースが非常に多く、このようなイベントが増えることを祈っています。　 （中島弘人）

　チェリーランド河
川敷公園はコスモ

スが満開で、一面鮮
やかな色で埋め尽

くされていました。
かれんな花がそよ

そよと風に揺れる様
子には、心が洗わ

れます。コスモスに
包まれながら写真

を撮り、爽やかな秋
の空気の中、コス

モス畑を満喫しまし
た。（酒井由美子）


